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会長　木下　公成
　                                            
２０１６－２０１７年度第４４代会長に任命され、責任の重さを感じております。伝統ある大洲ロータリークラブの運営に背伸びする事無く、自分の個性を生かしながら、会員の皆様並びにご家族の皆様方のご協力を頂きながら、一年間精一杯頑張りますのでよろしくお願い申し上げます。
さて、今年度国際ロータリー会長、ジョン F．ジャーム氏は、国際ロータリーのテーマ「Rotary Serving Humanity 人類に奉仕するロータリー」を挙げられました。毎週ロータリアンが語らい、笑い、アイデアを分かち合う為に集います。
しかし、一番の理由は、最も大切な目標、すなわち「奉仕」の為であると言われております。また、２０１６－２０１７年度２６７０地区ガバナー方針「Passion＆Will でロータリーにChallengeを！」を掲げて前進しましょう。
「一歩前へ、二歩前へ、三歩前へ進みながら時には半歩後ろへ下がり思慮深く全体として進んで行きましょう」と、言われております。
国際ロータリー、地区ロータリー、の方針は基本としながら、私たち大洲ロータリーが今何をどのようにすべきかをもう一度原点に戻り「奉仕」とは金銭的、又自分たちで汗をかく、色々な角度から会員の皆様と共に考え、奉仕の理想に少しでも近づけたらと思います。また市民の皆様方が大洲ロータリークラブの存在にあまりにも認識不足だと思います。大洲ロータリークラブは何の団体なのか、市民の皆様にアピール出来るよう、様々な活動を通じて市民の皆様に認識頂ける、そして市民の皆様と共に活動が出来ますように努力してまいります。
（今年一年会員の皆様と共に明るく、楽しく進んでまいりましょう）
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